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地中深さ 3m～6m の地中温度は，17℃～18℃で安定

した結果が得られた．特に地中深さ 5m 以下の地中温

度は安定しており，既往研究と同様の結果が得られ

た．一方で，0.5m～2m の浅層地盤の地中温度は測定

日の外気温の影響が大きく，安定しなかった．  

 

（2） 地中熱により得られた温度差 

前節の結果より，冬季では大気温度よりも地中の

温度が高いため，熱を取り出せることが分かった．

そこで，外気温度とホース出口の温度を比較するこ

とで，どの程度の熱を取り出せるのか検討した．外

気温度は日向と日陰で若干の温度差があるが，本研

究では日陰の温度を外気温度として実験を行った． 

温度測定結果を図 4 に示す．凡例は，地中深さ（m）

を示す．外気の平均温度は 6.1℃，ホース出口の平均

温度は7.8℃であり， 平均温度差は1.7℃となった．

しかし，測定結果には日によってばらつきがあり，

温度差がほとんどないものや，外気温度の方が高く

なったケースもあった．全体として，外気温と比較

して，ホース出口の温度には差が小さい傾向が見ら

れた． 

図 3 地中の温度分布 

 

 

図 4 温度測定結果 

4. 地中熱利用による環境負荷削減効果の算出 

（1） 地中熱から得られる熱量の算出 

地中熱から得られる熱量を算出するために，式 1

を用いる． 実験では最大で 3.4（MJ/h）の熱量が得

られたが，結果にはばらつきがある．外気温が低い

ほど，得られる熱量が大きい傾向が見られたが，地

中内の温度差が大きくなることが原因と考えられる． 

Q = C×V×( T₂-T₁) …（式１） 
Q：採熱量（kJ/h），C：容積比熱 1.2（kJ/m³・K），

V：風量 1680（m³/h），T₁：入口温度（K），T₂：
出口温度（K)   

 

（2） 環境負荷削減効果の算出 

本実験で得られた最大の熱量が一か月継続して得

られると仮定した場合の，環境負荷削減効果を算出

する．エアコンの COP を，各メーカーの 2010 年最新

スタンダードモデルの平均値である 5.8 と想定して

算出した結果，約 70（kWh）の消費電力量をまかなう

ことが可能であり，25（kg-CO₂）の CO₂排出削減につ

ながることが分かった． 

 

5. 結論 

本研究では，基礎杭を利用した空気循環での地中

熱利用システムの開発に向けて基礎実験を行った． 
その結果，地下 6m の地中温度は，外気温度が一桁

になる 1月でも平均 17℃～18℃であることが分かっ

た．一般に地下 5メートル程度では，1年を通じて

15～18℃で安定しているとされており，この値に近

い結果が得られた．外気温とホース出口との間で，

最高で 1.7℃の温度差が得られ，基礎杭を用いた空気

循環であっても熱量が得られることが分かった．し

かし，まだまだ一般家庭のエアコン電力をまかなう

ほどの採熱量ではなかった． 
今後は，ブロワーの風量を小さくすることで，空

気が地中に滞留する時間を長くして，より安定した

結果を得る事や，基礎杭の本数を増やした場合，ど

れほど冷暖房に伴うエネルギー消費量をまかなうこ

とができるかを調査することが課題となる． 
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